
日

㎡

㎡ 点

点

㋖ 点

㋘

点

点

  一階６本以 のコア圧縮強度の 均値が N ㎜ 以 の場合に適用

点

以

する

耐震 断 考慮済

       

鉄筋コンクリート造の建物の耐力度調査票
 学　校　種　  整 理 番 号

点予備
調査者

会社 一級建築士登録番号 氏　 × ×

表面 小学校

表第

調
査
学
校

青森県 弘前市 石川小学校
調査者

都道府県 設 置 者 学　校　 学校調査番号 調　査　期　間 成 日 ～ 成 　　結　　果　　点　　数

職　 一級建築士登録番号 氏　 構　造　耐　力
耐　力　度

健　　全　　度

地震補強

点

建 物 区 分 棟 番 号 階　　数 面積 建物の経過 数 被　　災　　歴 補　　修　　歴

点被　災　 内　　容 補　修　
調
査
建
物

＋

一階面積 建築 長寿命
化

種　類

校舎
無し

昭和 

a
階 方向

構造耐震指標

立　地　条　件

延べ面積 経過
数

経過
数

成

評　　　点 評点合計

構
　
　
　
　
　
造
　
　
　
　
　
耐
　
　
　
　
　
力

保
 

 
耐
 

力

水 耐力

I T の係数 α

経 指標
i =

I T 鉄骨定着部
 = × × α 　　 　　式

桁行方向 ―

      
 

× ×
＝張間方向

≦

(

×

)

 
×

直線補間

≦

試 験 区 分
壁 梁 壁 梁 壁 梁

均値 k= 　　 　　式
 =

コン リ
圧縮強度 k

点

コ ア 試 験 k 直線補間

k≦

― ― ―

≦k

θ θの最大値 　　 　　式 評　　　点

間 変 形 角 θ

I I T

桁行方向

階 方向
構造耐震指標 靭性指標

= ×

 ×

θ 直線補間
点

  
  

θ≦

 = ×
張間方向

  ≦θ

種 指数 基礎の被害予測 関 指数 = × 　　 　　式 評　　　点

≦  ×

基 礎 構 造

木　杭  敷地地盤 液状化 予想さ

ＲＣ杭  杭基礎 アスペ 比 以 の建物

≦

過去 経験 た最大の被災度 無被害
被災無

評　　　　　価 評　　　点

直線補間
点

その他  記 該当 い場合 □地中梁 減註

 註 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造架構の 鉄骨屋根 載 た屋内運動場 Ｒタイプ 鉄骨屋根のR 定着部 つい 検討 。 保有耐力の 鉄骨定着部の係数 欄 検討結果の比

       　 内 最小値 又 均値 記載 係数 の算出根拠 示 こ 。

 註  屋内運動場 算出時 一方向地中梁 減係数 考慮 た場合 □ 地中梁 減 チェッ こ 。

経過 数 式 建築時 の経過 数 経過 数 式 長 命化改良後の経過 数 評　　　点 評点合計

地 震
被 災 歴

軽微 小破 中破 大破

健

　
　
　
全

　
　
　
度

経 変 化 T ―

鉄筋腐食状況

柱 梁

梁鉄 筋 腐 食 度

状さ 認め 部分的 点食 認め

床

ほ 認め い ほ 認め い ほ 認め い ほ 認め い

均値 

 ×

レ 最 値 評　　　点

 ×

点

レ

躯体膨張亀裂
さ の溶け出

柱

レ

壁

コ ン リ
中 性 化 深 さ 等 及

鉄 筋 ぶ 厚 さ

直線補間

　　 　　式 評　　　点

コン リ
中性化深さ等 中性化深さ

≦

点

部　 柱 梁 柱 壁 梁 壁

  =

≦ 　　  

 ×

直線補間

　　 　　式 評　　　点

点

 ×
鉄筋 ぶ 厚さ

ぶ 厚さ

≦

部　 柱　頭 柱　脚 梁 梁 均値 

≦

評　　　点

躯 体 の 状 態
状    況

幅 mm以 の 割
部分的 認め

幅 mm以 の 割
部分的 認め

― ―
 ×

部　  柱 梁 壁 床 レ 最 値 

点
レ

― ― ― ― ―

評　　　点

不 同 量 φ

桁行方向 張間方向 桁行方向 張間方向 桁行方向 張間方向階

相 量ε スパン L φ = ε L

φの最大値 　　 　　式

―
躯体 割
伴 う不同
生 い い

φ≦  ×

φ 直線補間
点

≦φ  = × ×

　　 　　式 評　　　点

コ ン リ
圧 縮 強 度 k

階
壁 梁 壁 梁 壁 梁 壁 梁 壁 梁 壁 梁

均値σ

σ≦

程　度
構 造 体 非構造材 非構造材

煙害程度
当該階の 被災率

≦σ

σ 直線補間

　　 　　式 評　　　点

火 災
疲 弊 度

変    質 全    焼 半    焼 床面積  = 

被災床面積

評価後被災
= × × ×  =

直線補間

面積    

評　　点

立
地
条
件

四　種　地　域 一　種　地　盤 坦 地 そ の 他 地 域

二　種　地　盤

　種　地　盤 一級積雪寒冷地域 海岸 以内

支持地盤 著 く傾斜 た敷地
二級積雪寒冷地域 海岸 以内

崖 地

  T=  =    T=  = ―

一　種　地　域 局 所 的 高 台

二　種　地　域

海岸 超え

 註 材料試験 使用骨材の塩化物量 ％ 超え こ 確認 た場合 中性化深さの 均値ａ 欄の  　 内 塩化物量 記入 。
　　 この場合 ｵ の評点 中性化試験結果 読替え 。

地 震 地 域 係 数 地　 盤　 種　 敷　地　条　件 積　雪　寒　冷　地　域 海 岸   の 距 離 評　　　価

　種　地　域



寸法線 寸法 単位メート を記入す

他 区別 よう 太線 す

調査建物 各階 面図 断面図を単線 図示し 耐力壁

。 裏 面 )

調査者 意見

学校名

面図 コンク ート中性化深さ 鉄筋 ぶ 厚さ 鉄筋腐食度

割 等 測定位置を記入す

余白 縮尺 建築 延べ面積を記入す

校舎①

建 築 昭和

校舎①

建 築 昭和

延べ床面積 ㎡

延べ床面積 ㎡断面図　S=1/300
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耐震補強済み 建物 あ ため 構造耐力

優 い 老朽化 目立つ建物 あ

石川小学校

凡 例

コ

中

カ

サ

ヒ

コンク ート中性化深さ

コンク ート ぶ 厚さ

コンク ート鉄筋腐食度

割

コア採取位置

1F-11

コ

コ

1F-14

1F-15

1F-16

コ

コ

コ

1F-13

1F-12

コ

梁 梁

柱頭

中 カ サ 中 カ サ

中 カ サ 中 カ サ

柱脚

カ

柱脚

柱頭

中 カ サ

梁

中 カ サ

中 カ サ

梁

柱 ヒ ヒ梁 ヒ壁

サ中



日

㎡

㎡ 点

点

点

点

ａ

点

  同一階６本以 のコア圧縮強度の 均値 N 以 の場合 適用

点

  T=  =    T=  = ―

一　種　地　域 局 所 的 高 台

二　種　地　域

海岸 超え

 註 材料試験 使用骨材の塩化物量 ％ 超え こ 確認 た場合 中性化深さの 均値ａ 欄の  　 内 塩化物量 記入 。
　　 この場合 ｵ の評点 中性化試験結果 読替え 。

地 震 地 域 係 数 地　 盤　 種　 敷　地　条　件 積　雪　寒　冷　地　域 海 岸   の 距 離 評　　　価

　種　地　域
二級積雪寒冷地域 海岸 以内

崖 地

評　　点

立
地
条
件

四　種　地　域 一　種　地　盤 坦 地 そ の 他 地 域

二　種　地　盤

　種　地　盤 一級積雪寒冷地域 海岸 以内

支持地盤 著 く傾斜 た敷地

評価後被災
= × × ×  =

直線補間

面積    

火 災
疲 弊 度

変    質 全    焼 半    焼 床面積  = 

被災床面積

σ≦

程　度
構 造 体 非構造材 非構造材

煙害程度
当該階の 被災率

≦σ

σ 直線補間

　　 　　式 評　　　点

 = × ×

　　 　　式 評　　　点

コ ン リ
圧 縮 強 度 k

階
壁 梁 壁 梁 壁 梁 壁 梁 壁 梁 壁 梁

均値σ

―
躯体 割
伴 う不同
生 い い

φ≦  ×

φ 直線補間
点

≦φ

― ― ― ― ―

評　　　点

不 同 量 φ

桁行方向 張間方向 桁行方向 張間方向 桁行方向 張間方向階

相 量ε スパン L φ = ε L

φの最大値 　　 　　式

評　　　点

躯 体 の 状 態
状    況 ― ―

幅 mm以 の 割
部分的 認め

―
 ×

部　  柱 梁 壁 床 レ 最 値 

点
レ

鉄筋 ぶ 厚さ
ぶ 厚さ

≦

部　 柱　頭 柱　脚 梁 梁 均値 

≦

  =

≦ 　　  

 ×

直線補間

　　 　　式 評　　　点

点

 ×

コ ン リ
中 性 化 深 さ 等 及

鉄 筋 ぶ 厚 さ

直線補間

　　 　　式 評　　　点

コン リ
中性化深さ等 中性化深さ

≦

点

部　 柱 梁 柱 壁 梁 壁

点

レ

躯体膨張亀裂
さ の溶け出

柱

レ

壁

 ×

レ 最 値 評　　　点

 ×

健

　
　
　
全

　
　
　
度

経 変 化 T ―

鉄筋腐食状況

柱 梁

梁鉄 筋 腐 食 度

部分的 点食 認め 部分的 点食 認め

床

ほ 認め い ほ 認め い ほ 認め い ほ 認め い

均値 

 註 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造架構の 鉄骨屋根 載 た屋内運動場 Ｒタイプ 鉄骨屋根のR 定着部 つい 検討 。 保有耐力の 鉄骨定着部の係数 欄 検討結果の比

       　 内 最小値 又 均値 記載 係数 の算出根拠 示 こ 。

 註  屋内運動場 算出時 一方向地中梁 減係数 考慮 た場合 □ 地中梁 減 チェッ こ 。

経過 数 式 建築時 の経過 数 経過 数 式 長 命化改良後の経過 数 評　　　点 評点合計

地 震
被 災 歴

軽微 小破 中破 大破

≦

過去 経験 た最大の被災度 無被害
被災無

評　　　　　価 評　　　点

直線補間
点

その他  記 該当 い場合 □地中梁 減註

基 礎 構 造

木　杭  敷地地盤 液状化 予想さ

ＲＣ杭  杭基礎 アスペ 比 以 の建物

種 指数 基礎の被害予測 関 指数 = × 　　 　　式 評　　　点

≦  ×

  

θ≦

 = ×
張間方向

  ≦θ

評　　　点

間 変 形 角 θ

I I T

桁行方向

階 方向
構造耐震指標 靭性指標

= ×

 ×

θ 直線補間
点

  

― ― ―

≦k

θ θの最大値 　　 　　式

試 験 区 分
壁 梁 壁 梁 壁 梁

均値 k= 　　 　　式
 =

コン リ
圧縮強度 k

点

コ ア 試 験 k 直線補間

k≦

≦

(

×

)

 
×

直線補間

≦

評点合計

構
　
　
　
　
　
造
　
　
　
　
　
耐
　
　
　
　
　
力

保
 

 
耐
 

力

水 耐力

I T の係数 α

経 指標
i =

I T 鉄骨定着部
 = × × α 　　 　　式

桁行方向 ―

      
 

× ×
＝張間方向

① a
階 方向

構造耐震指標

立　地　条　件

延べ面積 経過
数

経過
数

成

評　　　点

調
査
建
物

① ＋

一階面積 建築 長寿命
化

種　類

校舎
無し

昭和 

建 物 区 分 棟 番 号 階　　数 面積 建物の経過 数 被　　災　　歴 補　　修　　歴

点被　災　 内　　容 補　修　

健　　全　　度

地震補強

点

表面 小学校

表第

調
査
学
校

青森県 弘前市 石川小学校
調査者

都道府県名 設 置 者 名 学　校　名 学校調査番号 調　査　期　間 成 日 ～ 成 　　結　　果　　点　　数

職　名 一級建築士登録番号 氏　名 構　造　耐　力
耐　力　度

以
下

する

耐震 断 考慮済

       

鉄筋コンクリート造の建物の耐力度調査票
 学　校　種　  整 理 番 号

点予備
調査者

会社名 一級建築士登録番号 氏　名 × ×



寸法線 寸法 単位メート を記入す

他 区別 よう 太線 す

調査建物 各階 面図 断面図を単線 図示し 耐力壁

。 裏 面 )

調査者 意見

学校名

面図 コンク ート中性化深さ 鉄筋 ぶ 厚さ 鉄筋腐食度

割 等 測定位置を記入す

余白 縮尺 建築 延べ面積を記入す

校舎①

建 築 昭和

校舎①

建 築 昭和

延べ床面積 ㎡

延べ床面積 ㎡断面図　S=1/300
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耐震補強済み 建物 あ ため 構造耐力

優 い 老朽化 目立つ建物 あ

石川小学校

凡 例

コ

中

カ

サ

ヒ

コンク ート中性化深さ

コンク ート ぶ 厚さ

コンク ート鉄筋腐食度

割

コア採取位置

1F-11

コ

コ

1F-14

1F-15

1F-16

コ

コ

コ

1F-13

1F-12

コ

梁 梁

柱頭

中 カ サ 中 カ サ

中 カ サ 中 カ サ

柱脚

カ

柱脚

柱頭

中 カ サ

梁

中 カ サ
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梁

柱 ヒ ヒ梁 ヒ壁

サ中



月 月 日

㎡ 月 月

㎡ 点

点 点

点

点

点

点

点 点

点

点

ｃ ｃ 点

点

点

点

点

点

式

縦目地　 縦目地　

中性化深さ

式 建築時 らの経過 数 経過 数 

　　 　　式

評点

×

式 長寿命化改良後の経過 数

 直線補間

≦

ンク

調
査
建
物

＋

一階面積 建築
月

構

造

耐

力

階

―

記 該当し い場合

≦

 整 理 番 号

耐　力　度

 学　校　種　

予備
調査者

表 第４

調
査
学
校

健　　全　　度

一級建築士登録番号 氏　名

表面 小学校

青森県 弘前市 石川小学校
調査者

職　名

点

昭和 

調　査　期　間 成 日 ～ 成

被　災　

構　造　耐　力

補　　修　　歴

立　地　条　件

無し経過
数

無し

点

都道府県名 設 置 者 名 学　校　名 学校調査番号

校舎

内　　容長寿命
化 月

種　類

点

　　結　　果　　点　　数

会社名 一級建築士登録番号 氏　名 × ×

以

す

規定 満足し い 規定 満足

臥梁寸法　 ス ブ 屋根 　

規定 満足し い

N

種

建 物 区 分 棟 番 号 階　　数 面積 被　　災　　歴

延べ面積 経過
数

L ㎡
方向

耐力壁厚さ 耐力壁長さ

Σ

床面積

㎡

壁量 方向 水 耐力
L LN×LN ㎡

補強コンク ートブロック造の建物の耐力度調査票

補　修　

建物の経過 数

　　 　　式

省略

標準壁量

臥梁　 基礎梁　

≦

≦

直線補間

R

桁行方向　 張間方向　

種 標準圧縮強度　 N N

充 ｺ し

横目地　

基礎梁　

均値　

直線補間

評　　価

≦

評点合計

 
　 　
　 　

 ×

 ×

評　　　点

評　　　点

基礎構造基礎の被害予測 関す 指標

R の最大値

R 杭  直線補間

　　 　　式

――
ﾊ ﾗ ｽ 良いの

す

種 指数

規定 満足

×

R

≦R

液状化 予想さ 地域 あ

海岸 ら ㎞以内

評　　点海 岸  ら の 距 離 評　　　価

含む

 ×

評　　　点

≦φ

積　雪　寒　冷　地　域地 震 地 域 係 数

海岸 ら ㎞ 超え

　種　地　域

立

地

条

件

四　種　地　域 一　種　地　盤 坦 地

支持地盤 著しく傾斜した敷地

二　種　地　盤

一　種　地　域 局 所 的 高 台

二　種　地　域

二級積雪寒冷地域

×

崖 地

床

　種　地　盤 一級積雪寒冷地域

ブロック壁　 ブロック壁　

し

海岸 ら ㎞以内

そ の 他 地 域

地　 盤　 種　 敷　地　条　件

評点合計評 点

(

×

×

×

)

q た q の

最小値
式

式

R ≦

 直線補間

q

 

≦

≦

直線補間

評 点

含

均値 F

―

評 点評 価

評 点

局所的 断面欠損 部分的 点食

式
φの最大値桁行方向 張間方向

含

桁行方向 張間方向

煙害程度

旧 種

t= × × ×  =

構 造 体 非構造材 非構造材

変    質 全    焼 半    焼

水 耐力 q

部位

被災床面積

種

梁 床 梁 床 梁床

当該階の
床面積 

種旧 種

程度

桁行

張間

桁行方向 張間方向

偏心距離

経過 数 t

部位

基礎梁せいの規定 満足 い

旧 種

片側R 造 の
― ―

木杭

充 ｺ

臥梁

部分的 点食 局所的 断面欠損

構造使用材料

火 災 よ
疲 弊 度

その他

鉄筋 ぶ
厚さ

コンク ート
中性化深さ

コンク ート
圧縮強度

状況

試験方法 臥梁 臥梁 基礎梁

ﾘﾊ ｳ ﾄ
ﾊ ﾏ 試験

評価後被災
面積 t

旧 種

ブロック種

た わ 量 θ

横目地

充 ｺ

圧縮強度  

充 コンク ート
中 性 化 深 さ 及
鉄 筋 ぶ 厚 さ

鉄 筋 腐 食 度 F

割

不 同 下 量 φ

コ ン ク ー ト
中 性 化 深 さ 及
鉄 筋 ぶ 厚 さ

コンク ート
ブロ ク強度

偏心率 R

臥梁･ス ブ
の構造 

旧 種

旧 種

部位

ンク

長さ θ

経 変 化 T

基礎構造

状況

― ―

桁行方向 張間方向

弾力半径

―

種

種

張間方向

保

有

耐

力

t

― ―

桁行方向

ンク

健

全

度

×

≦

鉄筋 ぶ
厚さ

充 ｺ ｸﾘ ﾄ
中性化深さ

 ×

 ×

評 点

 ×

直線補間

=

 ×

被災率

= t

式

=

評 点

 ×

＋ ＋ ＋ ＋

評 点

直線補間

式

当該値の最小値

F ≦

評価

≦

 ×

評 価

評 点

種

i ×

φ 直線補間

θ≦

≦θ

式

評 価

θの最大値

―

躯体 割

伴 う不同 下 生

い い

φ≦

θ

たわ 量

充 ｺ

式

≦F

F 直線補間

基礎梁 均強度 F

充 ｺ

均値 ｂ

又 の最大値

基礎梁

充 ｺ

スパン φ

  T= t  =    T= t  = ―

臥梁 基礎梁

≦

均値

評 点

ぶ 厚さ

部位 臥梁 臥梁

横目地部位 縦目地 縦目地

臥梁 基礎梁

縦筋

基礎梁

相対 下量

状況

均値

 ×

階

部位

状況

ンク

均値

横筋

横目地



．寸法線 寸法 単位メ 記入す

置 記入す

．余白 縮尺 建築 延べ面積 記入す

他 区別 き よう 太線 す

． 面図 ブロック強度 コンク 圧縮強度 コンク 及 充

コンク 中性化深さ 鉄筋かぶ 厚さ 鉄筋腐食度 測定位

．調査建物 各階 面図 断面図 単線 図示し 耐力壁

。 裏 面 )

調査者 意見

学校名

あ

建 築 昭和

延べ床面積 ㎡

中

中

カ

サ

カ

サ

コンク 中性化深さ

コンク かぶ 厚さ

コンク 鉄筋腐食度

充 コンク 中性化深さ

充 コンク かぶ 厚さ

充 コンク 鉄筋腐食度

ウン ンマ 試験

①-3 ① -1
Ｎ

掃除用具入

掃除用具入

女子便所

男子便所

。臥梁 )

。臥梁 )

カ

中

サ

。
臥

梁
)

１階平面図　S=1/100

 コンクリートブロック Ｙ=150(CB15)を示す

中 カ。基礎梁 )

。基礎梁 )

。基礎梁 )

Y3

Y1

Y2

3
,
9
6
0

2
,
9
8
0

6
,
9
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臥

臥

カ

中

カ

中

。
縦

目
地

)

。
横

目
地

)

100

X1 AX1

6,100

ヒ

ヒ

臥

割

臥梁 ス ブ構造確認

中 カ。基礎梁 ) サ

中 中

カ

。
臥
梁

)

カ

。
横
目

地
)

。
縦
目

地
)

サ

Y2

断面図　S=1/100

男子便所女子便所

2,980

Y3

6
0
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1
,
0
0
0

3,960

Y1

6,940

2
,
7
5
0

400 400

1
,
3
0
0

2
,
3
0
0

補

補 Ｌ形取合部 補強確認

構造耐力 健全度 も 老朽化 目立つ建物

石川小学校



日

㎡

㎡ 点

点

㋖ 点

㋘

①

点

点

  一階６本以 のコア圧縮強度の 均値が N ㎜ 以下の場合に適用

点

①

以
下

する

耐震 断 考慮済

       

鉄筋コンクリート造の建物の耐力度調査票
 学　校　種　  整 理 番 号

点予備
調査者

会社名 一級建築士登録番号 氏　名 × ×

表面 小学校

表第

調
査
学
校

青森県 弘前市 石川小学校
調査者

都道府県名 設 置 者 名 学　校　名 学校調査番号 調　査　期　間 成 日 ～ 成 　　結　　果　　点　　数

職　名 一級建築士登録番号 氏　名 構　造　耐　力
耐　力　度

健　　全　　度

地震補強

点

建 物 区 分 棟 番 号 階　　数 面積 建物の経過 数 被　　災　　歴 補　　修　　歴

点被　災　 内　　容 補　修　
調
査
建
物

＋

一階面積 建築 長寿命
化

種　類

校舎
無し

昭和 

a
階 方向

構造耐震指標

立　地　条　件

延べ面積 経過
数

経過
数

成

評　　　点 評点合計

構
　
　
　
　
　
造
　
　
　
　
　
耐
　
　
　
　
　
力

保
 

 
耐
 

力

水 耐力

I T の係数 α

経 指標
i =

I T 鉄骨定着部
 = × × α 　　 　　式

桁行方向 ―

      
 

× ×
＝張間方向

①

≦

(

×

)

 
×

直線補間

≦

試 験 区 分
壁 梁 壁 梁 壁 梁

均値 k= 　　 　　式
 =

コンクリート
圧縮強度 k

点

コ ア 試 験 k 直線補間

k≦

― ― ―

≦k

θ θの最大値 　　 　　式 評　　　点

間 変 形 角 θ

I I T

桁行方向

階 方向
構造耐震指標 靭性指標

= ×

 ×

θ 直線補間
点

  
  

θ≦

 = ×㋘
張間方向

  ≦θ

種 指数 基礎の被害予測に関する指数 = × 　　 　　式 評　　　点

≦  ㋖×

基 礎 構 造

木　杭  敷地地盤 液状化が予想さ る

ＲＣ杭  杭基礎 アスペクト比が 以 の建物

≦

過去に経験した最大の被災度 無被害
被災無し

評　　　　　価 評　　　点

直線補間
点

その他  記に該当し い場合 □地中梁に る 減註

 註 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造架構の に鉄骨屋根 載 た屋内運動場 Ｒタイプ 鉄骨屋根のR 定着部につい 検討する。 保有耐力の 鉄骨定着部の係数 α 欄に 検討結果の比

       　 内 最小値 又 均値 記載し 係数 αの算出根拠 示すこ 。

 註  屋内運動場 算出時に一方向地中梁に る 減係数 考慮した場合に □ 地中梁に る 減 にチェックするこ 。

経過 数 式 建築時 の経過 数 経過 数 式 長寿命化改良後の経過 数 評　　　点 評点合計

地 震 に る
被 災 歴

軽微 小破 中破 大破

健

　
　
　
全

　
　
　
度

経 変 化 T ―

鉄筋腐食状況

柱 梁

梁鉄 筋 腐 食 度

部分的に点食 認める 状さ が認め る

床

ほ 認め い ほ 認め い ほ 認め い ほ 認め い

均値 a

 ×

レー 最 値 評　　　点

 ×

点

レー

躯体膨張亀裂
さ の溶け出し

柱

レー

壁

コ ン ク リ ー ト
中 性 化 深 さ 等 及

鉄 筋 ぶ 厚 さ

a 直線補間

　　 　　式 評　　　点

コンクリート
中性化深さ等

a

中性化深さ

a≦

点

部　 柱 梁 柱 壁 梁 壁

  =

≦a 　　  

 ×

直線補間

　　 　　式 評　　　点

点

㋖  ㋖×
鉄筋 ぶ 厚さ

ぶ 厚さ

≦

部　 柱　頭 柱　脚 梁 梁 均値 

≦

評　　　点

躯 体 の 状 態
状    況

幅 mm以 の 割 が
部分的に認め る

― ― ―
㋘  ㋘×

部　  柱 梁 壁 床 レー 最 値 

点
レー

― ― ― ― ―

評　　　点

不 同 量 φ

桁行方向 張間方向 桁行方向 張間方向 桁行方向 張間方向階

相 量ε スパン L φ = ε L

φの最大値 　　 　　式

―
躯体に 割
伴 う不同 が
生 い い

φ≦  ×

φ 直線補間
点

≦φ  = × ×

　　 　　式 評　　　点

コ ン ク リ ー ト
圧 縮 強 度 k

階
壁 梁 壁 梁 壁 梁 壁 梁 壁 梁 壁 梁

均値σ

σ≦

程　度
構 造 体 非構造材 非構造材

煙害程度
当該階の 被災率

≦σ

σ 直線補間

　　 　　式 評　　　点

火 災 に る
疲 弊 度

変    質 全    焼 半    焼 床面積  = 

被災床面積

評価後被災
= × × ×  =

直線補間

＝

面積    ＝

評　　点

立
地
条
件

四　種　地　域 一　種　地　盤 坦 地 そ の 他 地 域

二　種　地　盤

＝　種　地　盤 一級積雪寒冷地域 海岸 以内

支持地盤が著しく傾斜した敷地 ＝
二級積雪寒冷地域 海岸 以内

＝
＋ ＋ ＋ ＋

崖 地

  T=  =    T=  = ―

一　種　地　域 局 所 的 高 台

二　種　地　域

海岸 超える

 註 材料試験に 使用骨材の塩化物量が ％ 超えるこ 確認した場合 中性化深さの 均値ａ 欄の  　 内に塩化物量 記入する。
　　 この場合 ｵ の評点 中性化試験結果に に読替える。

地 震 地 域 係 数 地　 盤　 種　 敷　地　条　件 積　雪　寒　冷　地　域 海 岸   の 距 離 評　　　価

　種　地　域



寸法線 寸法 単位メ ト を記入す

他 区別 よう 太線 す

調査建物 各階 面図 断面図を単線 図示し 耐力壁

。 裏 面 )

調査者 意見

学校名

面図 コンク ト中性化深さ 鉄筋 ぶ 厚さ 鉄筋腐食度

割 等 測定位置を記入す

余白 縮尺 建築 延べ面積を記入す

耐震補強済み 建物 あ ため 構造耐力

優 い 老朽化 目立つ建物 あ

校舎②

校舎②

建 築 ： 昭和

延べ床面積 ： ㎡

延べ床面積 ： ㎡

建 築 ： 昭和
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石川小学校

1
F
-
1
3

凡 例

コ

中

カ

サ

ヒ

コンク ト中性化深さ

コンク ト ぶ 厚さ

コンク ト鉄筋腐食度

割

コア採取位置

ヒ柱 基礎

ス ブ サ

カ

柱脚

サ中

カ サ中

柱頭

カ サ中カ サ中

柱頭 柱脚

梁

中カサ 中カサ

梁

ヒ壁 壁 サ
中 カ

梁

サ

中カサ

梁

コ

コ

1F-11

1F-12

コ



日

㎡

㎡ 点

点

㋖ 点

㋘

点

ａ

点

  同一階６本以 のコア圧縮強度の 均値が N ㎜ 以 の場合に適用

点

以

する

耐震 断 考慮済

       註

鉄筋コンクリート造の建物の耐力度調査票
 学　校　種　  整 理 番 号

点予備
調査者

会社 一級建築士登録番号 氏　 × ×

表面 小学校

表第

調
査
学
校

青森県 弘前市 石川小学校
調査者

都道府県 設 置 者 学　校　 学校調査番号 調　査　期　間 成 日 ～ 成 　　結　　果　　点　　数

職　 一級建築士登録番号 氏　 構　造　耐　力
耐　力　度

健　　全　　度

地震補強

点

建 物 区 分 棟 番 号 階　　数 面積 建物の経過 数 被　　災　　歴 補　　修　　歴

点被　災　 内　　容 補　修　
調
査
建
物

＋

一階面積 建築 長寿命
化

種　類

校舎
無し

昭和 

a
階 方向

構造耐震指標

立　地　条　件

延べ面積 経過
数

経過
数

成

評　　　点 評点合計

構
　
　
　
　
　
造
　
　
　
　
　
耐
　
　
　
　
　
力

保
 

有
 

耐
 

力

水 耐力

I T の係数 α

経 指標
i =

I T 鉄骨定着部
 = × × α 　　 　　式

桁行方向 ―

      
 註

× ×
＝張間方向

≦

(

×

)

 
×

直線補間

≦

試 験 区 分
壁 梁 壁 梁 壁 梁

均値 k= 　　 　　式
 =

コン リ
圧縮強度 k

点

コ ア 試 験 k 直線補間

k≦

― ― ―

≦k

θ θの最大値 　　 　　式 評　　　点

間 変 形 角 θ

I I T

桁行方向

階 方向
構造耐震指標 靭性指標

= ×

 ×

θ 直線補間
点

  
  

θ≦

 = ×
張間方向

  ≦θ

種 指数 基礎の被害予測 関 指数 = × 　　 　　式 評　　　点

≦  ×

基 礎 構 造

木　杭  敷地地盤 液状化 予想さ

ＲＣ杭  杭基礎 アスペ 比 以 の建物

≦

過去 経験 た最大の被災度 無被害
被災無

評　　　　　価 評　　　点

直線補間
点

その他  記 該当 い場合 □地中梁 減註

 註 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造架構の 鉄骨屋根 載 た屋内運動場 Ｒタイプ 鉄骨屋根のR 定着部 つい 検討 。 保有耐力の 鉄骨定着部の係数 欄 検討結果の比

       　 内 最小値 又 均値 記載 係数 の算出根拠 示 こ 。

 註  屋内運動場 算出時 一方向地中梁 減係数 考慮 た場合 □ 地中梁 減 チェッ こ 。

経過 数 式 建築時 の経過 数 経過 数 式 長 命化改良後の経過 数 評　　　点 評点合計

地 震
被 災 歴

軽微 小破 中破 大破

健

　
　
　
全

　
　
　
度

経 変 化 T ―

鉄筋腐食状況

柱 梁

梁鉄 筋 腐 食 度

部分的 点食 認め 部分的 点食 認め

床

ほ 認め い ほ 認め い ほ 認め い ほ 認め い

均値 

 ×

レ 最 値 評　　　点

 ×

点

レ

躯体膨張亀裂
さ の溶け出

柱

レ

壁

コ ン リ
中 性 化 深 さ 等 及

鉄 筋 ぶ 厚 さ

直線補間

　　 　　式 評　　　点

コン リ
中性化深さ等 中性化深さ

≦

点

部　 柱 梁 柱 壁 梁 壁

  =

≦ 　　  

 ×

直線補間

　　 　　式 評　　　点

点

 ×
鉄筋 ぶ 厚さ

ぶ 厚さ

≦

部　 柱　頭 柱　脚 梁 梁 均値 

≦

評　　　点

躯 体 の 状 態
状    況 ― ―

幅 mm以 の 割
部分的 認め

―
 ×

部　  柱 梁 壁 床 レ 最 値 

点
レ

― ― ― ― ―

評　　　点

不 同 量 φ

桁行方向 張間方向 桁行方向 張間方向 桁行方向 張間方向階

相 量ε スパン L φ = ε L

φの最大値 　　 　　式

―
躯体 割
伴 う不同
生 い い

φ≦  ×

φ 直線補間
点

≦φ  = × ×

　　 　　式 評　　　点

コ ン リ
圧 縮 強 度 k

階
壁 梁 壁 梁 壁 梁 壁 梁 壁 梁 壁 梁

均値σ

σ≦

程　度
構 造 体 非構造材 非構造材

煙害程度
当該階の 被災率

≦σ

σ 直線補間

　　 　　式 評　　　点

火 災
疲 弊 度

変    質 全    焼 半    焼 床面積  = 

被災床面積

評価後被災
= × × ×  =

直線補間

面積    

評　　点

立
地
条
件

四　種　地　域 一　種　地　盤 坦 地 そ の 他 地 域

二　種　地　盤

　種　地　盤 一級積雪寒冷地域 海岸 以内

支持地盤 著 く傾斜 た敷地
二級積雪寒冷地域 海岸 以内

崖 地

  T=  =    T=  = ―

一　種　地　域 局 所 的 高 台

二　種　地　域

海岸 超え

 註 材料試験 使用骨材の塩化物量 ％ 超え こ 確認 た場合 中性化深さの 均値ａ 欄の  　 内 塩化物量 記入 。
　　 この場合 ｵ の評点 中性化試験結果 読替え 。

地 震 地 域 係 数 地　 盤　 種　 敷　地　条　件 積　雪　寒　冷　地　域 海 岸   の 距 離 評　　　価

　種　地　域



寸法線 寸法 単位メ ト を記入す

他 区別 よう 太線 す

調査建物 各階 面図 断面図を単線 図示し 耐力壁

。 裏 面 )

調査者 意見

学校名

面図 コンク ト中性化深さ 鉄筋 ぶ 厚さ 鉄筋腐食度

割 等 測定位置を記入す

余白 縮尺 建築 延べ面積を記入す

耐震補強済み 建物 あ ため 構造耐力

優 い 老朽化 目立つ建物 あ

校舎②

校舎②

建 築 ： 昭和

延べ床面積 ： ㎡

延べ床面積 ： ㎡

建 築 ： 昭和

3
,
4
7
5

3
,
4
7
5

7
,
5
5
0

1
,
6
6
0

6
0
0

G１

2F１

RF１

1F１

基礎下端

2
,
0
5
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2
,
0
5
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6
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0
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8
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8
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100 7,200 2,300

9,600
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断面図　S=1/300
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2階平面図　S=1/300

）N ）N
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1,9006,100
100
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7
,
20

0
2,

3
0
0

9,
6
00

10
0

BY1

BY2

廊下

図工室 特別活動室 普通教室 児童会室 普通教室 特別活動室

4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500

75,700

-1 -2

100

校長室保健室

UP

物入

更衣室

当直室用務員室

物置

職員室

UP

1階平面図　S=1/300

BX02 BX01 BX1 BX2 BX3 BX4 BX5 BX6 BX7 BX8 BX9 BX10 BX11 BX12 BX13 BX14 BX15 BX16

1,9006,100

100

玄関

2
,3

0
0

9
,6

0
0

3
,
0
50

7
50

3
5
0

1
00

3
,0

5
0

BY2

BY1
BY1A

BY2A

BY3A

BY4A

押入

押
入

床

廊下

放送器室

放送室

会議室
技能主事室

便
所
廊
下

職員用便所

女子用便所

男子用便所

給食室

渡り廊下渡り廊下

男子

更衣室

第 教具室

石川小学校

1
F
-
1
3

凡 例

コ

中

カ

サ

ヒ

コンク ト中性化深さ

コンク ト ぶ 厚さ

コンク ト鉄筋腐食度

割

コア採取位置

ヒ柱 基礎

ス ブ サ

カ

柱脚

サ中

カ サ中

柱頭

カ サ中カ サ中

柱頭 柱脚

梁

中カサ 中カサ

梁

ヒ壁 壁 サ
中 カ

梁

サ

中カサ

梁

コ

コ

1F-11

1F-12

コ



日

㎡

㎡ 点

点

点

点

ａ

点

  同一階６本以 のコア圧縮強度の 均値 N 以 の場合 適用

点

  T=  =    T=  = ―

一　種　地　域 局 所 的 高 台

二　種　地　域

海岸 超え

 註 材料試験 使用骨材の塩化物量 ％ 超え こ 確認 た場合 中性化深さの 均値ａ 欄の  　 内 塩化物量 記入 。
　　 この場合 ｵ の評点 中性化試験結果 読替え 。

地 震 地 域 係 数 地　 盤　 種　 敷　地　条　件 積　雪　寒　冷　地　域 海 岸   の 距 離 評　　　価

　種　地　域
二級積雪寒冷地域 海岸 以内

崖 地

評　　点

立
地
条
件

四　種　地　域 一　種　地　盤 坦 地 そ の 他 地 域

二　種　地　盤

　種　地　盤 一級積雪寒冷地域 海岸 以内

支持地盤 著 く傾斜 た敷地

評価後被災
= × × ×  =

直線補間

面積    

火 災
疲 弊 度

変    質 全    焼 半    焼 床面積  = 

被災床面積

σ≦

程　度
構 造 体 非構造材 非構造材

煙害程度
当該階の 被災率

≦σ

σ 直線補間

　　 　　式 評　　　点

 = × ×

　　 　　式 評　　　点

コ ン リ
圧 縮 強 度 k

階
壁 梁 壁 梁 壁 梁 壁 梁 壁 梁 壁 梁

均値σ

―
躯体 割
伴 う不同
生 い い

φ≦  ×

φ 直線補間
点

≦φ

― ― ― ― ―

評　　　点

不 同 量 φ

桁行方向 張間方向 桁行方向 張間方向 桁行方向 張間方向階

相 量ε スパン L φ = ε L

φの最大値 　　 　　式

評　　　点

躯 体 の 状 態
状    況 ― ―

幅 mm以 の 割
部分的 認め

―
 ×

部　  柱 梁 壁 床 レ 最 値 

点
レ

鉄筋 ぶ 厚さ
ぶ 厚さ

≦

部　 柱　頭 柱　脚 梁 梁 均値 

≦

  =

≦ 　　  

 ×

直線補間

　　 　　式 評　　　点

点

 ×

コ ン リ
中 性 化 深 さ 等 及

鉄 筋 ぶ 厚 さ

直線補間

　　 　　式 評　　　点

コン リ
中性化深さ等 中性化深さ

≦

点

部　 柱 梁 柱 壁 梁 壁

点

レ

躯体膨張亀裂
さ の溶け出

柱

レ

壁

 ×

レ 最 値 評　　　点

 ×

健

　
　
　
全

　
　
　
度

経 変 化 T ―

鉄筋腐食状況

柱 梁

梁鉄 筋 腐 食 度

部分的 点食 認め 部分的 点食 認め

床

ほ 認め い ほ 認め い ほ 認め い ほ 認め い

均値 

 註 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造架構の 鉄骨屋根 載 た屋内運動場 Ｒタイプ 鉄骨屋根のR 定着部 つい 検討 。 保有耐力の 鉄骨定着部の係数 欄 検討結果の比

       　 内 最小値 又 均値 記載 係数 の算出根拠 示 こ 。

 註  屋内運動場 算出時 一方向地中梁 減係数 考慮 た場合 □ 地中梁 減 チェッ こ 。

経過 数 式 建築時 の経過 数 経過 数 式 長 命化改良後の経過 数 評　　　点 評点合計

地 震
被 災 歴

軽微 小破 中破 大破

≦

過去 経験 た最大の被災度 無被害
被災無

評　　　　　価 評　　　点

直線補間
点

その他  記 該当 い場合 □地中梁 減註

基 礎 構 造

木　杭  敷地地盤 液状化 予想さ

ＲＣ杭  杭基礎 アスペ 比 以 の建物

種 指数 基礎の被害予測 関 指数 = × 　　 　　式 評　　　点

≦  ×

  

θ≦

 = ×
張間方向

  ≦θ

評　　　点

間 変 形 角 θ

I I T

桁行方向

階 方向
構造耐震指標 靭性指標

= ×

 ×

θ 直線補間
点

  

― ― ―

≦k

θ θの最大値 　　 　　式

試 験 区 分
壁 梁 壁 梁 壁 梁

均値 k= 　　 　　式
 =

コン リ
圧縮強度 k

点

コ ア 試 験 k 直線補間

k≦

≦

(

×

)

 
×

直線補間

≦

評点合計

構
　
　
　
　
　
造
　
　
　
　
　
耐
　
　
　
　
　
力

保
 

 
耐
 

力

水 耐力

I T の係数 α

経 指標
i =

I T 鉄骨定着部
 = × × α 　　 　　式

桁行方向 ―

      
 

× ×
＝張間方向

① a
階 方向

構造耐震指標

立　地　条　件

延べ面積 経過
数

経過
数

成

評　　　点

調
査
建
物

③ ＋

一階面積 建築 長寿命
化

種　類

校舎
無し

昭和 

建 物 区 分 棟 番 号 階　　数 面積 建物の経過 数 被　　災　　歴 補　　修　　歴

点被　災　 内　　容 補　修　

健　　全　　度

,

地震補強

点

表面 小学校

表第

調
査
学
校

青森県 弘前市 石川小学校
調査者

都道府県名 設 置 者 名 学　校　名 学校調査番号 調　査　期　間 成 日 ～ 成 　　結　　果　　点　　数

職　名 一級建築士登録番号 氏　名 構　造　耐　力
耐　力　度

以
下

する

耐震 断 考慮済

       

鉄筋コンクリート造の建物の耐力度調査票
 学　校　種　  整 理 番 号

点予備
調査者

会社名 一級建築士登録番号 氏　名 × ×



．寸法線 寸法 単位メート を記入す

他 区別 よう 太線 す

．調査建物 各階 面図 断面図を単線 図示し 耐力壁

。 裏 面 )

調査者 意見

学校名

． 面図 コンク ート中性化深さ 鉄筋 ぶ 厚さ 鉄筋腐食度

割 等 測定位置を記入す

．余白 縮尺 建築 延べ面積を記入す

耐震補強済み 建物 あ ため 構造耐力

優 い 老朽化 目立つ建物 あ

建 築 ： 昭和
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断面図　S=1/300

校舎③

延べ床面積 ： ㎡
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石川小学校

サ中 カ

凡 例

コ

中

カ

サ

ヒ

コンク ート中性化深さ

コンク ート ぶ 厚さ

コンク ート鉄筋腐食度

割

コア採取位置

ヒ壁

中 カ サ

柱頭柱脚

カ サ中

梁
コ

2F-13

コ

2F-12

コ

2F-11

カ

梁

サ中



日

㎡

㎡ 点

点

点

点

点

点

点

点

健

　
　
　
全

　
　
　
度

経 変 化 T

筋 いのたわみ L

張間方向　　　 　　無

張間
方向

断面を貫通 腐食

桁行方向　　　 　　無

危険
要因
無

   T=  =

評価

―

主要構造材

非主要構造材

経過 数 式 建築時 の経過 数 経過 数 式 長 命化改良後の経過 数 評　　　点 評点合計

  T=  =
 ×

評　　　点屋根面　　　 　　無

L=

=

断面欠損を伴う腐食
％以 の減厚

―

構　造　耐　力
耐　力　度

弘前市
調査者

氏　

健　　全　　度

石川小学校

調　査　期　間

× ×

坦 地

日 ～ 成 　　結　　果　　点　　数

職　 一級建築士登録番号 氏　

無

点

－

ｆ

建物の経過 数 被　　災　　歴 補　　修　　歴

I i

表第２
鉄骨造の建物の耐力度調査票

 学　校　種　  整 理 番 号

表面 小学校

調
査
学
校

青森県
点予備

調査者

会社 一級建築士登録番号

成

調
査
建
物

＋

一階面積 建築

都道府県 設 置 者 学　校　 学校調査番号

点被　災　 内　　容 補　修　長 命
化

種　類

校舎
無延べ面積 経過

数

立　地　条　件

建 物 区 分 棟 番 号 階　　数 面積

昭和 

α= i

× i

以前の場合

作用応力

σ

作用応力

σ

積雪時

暴風時

－

暴風時
鉛直荷
重時

許容応力 作用応力

鉛直荷重時 応力比
f σ≦

経過
数

長期

許容応力

ｆ σ

 =

α= ×
i I

 ×fα

fα=

i α α

評　　点

立
地
条
件

四　種　地　域 一　種　地　盤 そ の 他 地 域

　種　地　盤 一級積雪寒冷地域

級積雪寒冷地域 海岸 ㎞以内
傾 斜 地
崖 地 ｍ未 満

崖 地 ｍ以

地 震 地 域 係 数 地　 盤　 種　 

 ×

　　 　　式

φ≦

θの
最大値

直線補間

　　 　　式
 = 

評　　　点

点

非構造部材等の
危 険 度

架構剛性性能θ

階 桁行
方向

張間
方向

桁行
方向

張間
方向

層間変 　 階高ｈ

桁行
方向

張間
方向

階 桁行
方向

θ ｈ

桁行
方向

鉄 骨 腐 食 度

点

φ

―

―
コンクリートブロック外壁

設備配管 ―

―

最 値　L

危険 要因 危険 要因 危険 要因

断面欠損を伴う腐食
無

部材区分

一　種　地　域

　種　地　域

海岸 ㎞以内

海岸 ㎞を超え ＋ ＋ ＋ ＋

評　　　価

　種　地　盤
　種　地　域

敷　地　条　件 積　雪　寒　冷　地　域 海 岸   の 距 離

方
向

Σ

両端

均

α= i

× i

－

－柱

筋 い

重枠内の最小値

均

柱

構

造

耐

力

α評点 評点合計

架構耐力
評価　α

階

中央

筋 い

重枠内の最小値

i i 部材

中央

両端

桁
行
方
向

張
間
方
向

被災率

不 量 φ

　　 　　式 評　　　点

―

躯体 割
を伴 う不

生 てい
い

― ― ― ― ―
≦φ

直線補間

φの
最大値

相 量　 スパンL φ L

桁行
方向

張間
方向

  =

　　  

評　　　点

×

評　　　点

 ×

―

最 値　

 ×

θ

張間
方向

 ×

= × i

≦θ

θ≦

直線補間
点

=

評　　　点

点

評　　　点

地 震 等
被 災 歴

被災歴
被災度区分軽微

被災度区分小破
補修工 済み

被災度区分中破
補修工 済み

被災度区分大破
補修工 済み

評　　価

火 災
疲 弊 度

全    焼

非構造材
煙害程度

当該階の

半    焼 床面積 

面積    

変    質

被災床面積

程　度
構 造 体 非構造材

評価後被災
= × × ×  =



2
0
0

断面図　S=1/100

X2X1

400

基礎下端

GL

1FL

2,500

6
0
0

2
,
8
5
0

1
5
0

2
,
2
0
0

5
0
0

。 裏 面 )

調査者 意見

学校名

構造耐力 保存度 も 老朽化 目立つ建物

ある

校舎④

建 築 ： 昭和
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腐 。柱脚 柱 梁)接

凡 例

腐 鉄骨腐食度

接 接合方式

X1 X2

．寸法線 寸法 単位メ トル を記入する

．調査建物 各階 面図 断面図を単線 図示し 筋かい 位置 他

壁 区別 きるよう 太線 する

．著しいさび つい 面図 断面図 図示する

．余白 縮尺 建築 延べ面積を記入する

延べ床面積 ： ㎡

張間

桁行

石川小学校
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点

点

点

点

点

点

点
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全

　
　
　
度
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筋 いのたわみ L

張間方向　　　 　　無

張間
方向

断面を貫通 腐食

桁行方向　　　 　　無

危険
要因
無

   T=  =

評価

―

主要構造材

非主要構造材

経過 数 式 建築時 の経過 数 経過 数 式 長 命化改良後の経過 数 評　　　点 評点合計

  T=  =
 ×

評　　　点屋根面　　　 　　無

L=

=

断面欠損を伴う腐食
％以 の減厚

―

構　造　耐　力
耐　力　度

弘前市
調査者

氏　

健　　全　　度

石川小学校

調　査　期　間

× ×

坦 地

日 ～ 成 　　結　　果　　点　　数

職　 一級建築士登録番号 氏　

無

点

－

ｆ

建物の経過 数 被　　災　　歴 補　　修　　歴

I i

表第２
鉄骨造の建物の耐力度調査票

 学　校　種　  整 理 番 号

表面 小学校

調
査
学
校

青森県
点予備

調査者

会社 一級建築士登録番号

成

調
査
建
物

＋

一階面積 建築

都道府県 設 置 者 学　校　 学校調査番号

点被　災　 内　　容 補　修　長 命
化

種　類

校舎
無延べ面積 経過

数

立　地　条　件

建 物 区 分 棟 番 号 階　　数 面積

昭和 

α= i

× i

以前の場合

作用応力

σ

作用応力

σ

積雪時

暴風時

－

暴風時
鉛直荷
重時

許容応力 作用応力

鉛直荷重時 応力比
f σ≦

経過
数

長期

許容応力

ｆ σ

 =

α= ×
i I

 ×fα

fα=

i α α

評　　点

立
地
条
件

四　種　地　域 一　種　地　盤 そ の 他 地 域

　種　地　盤 一級積雪寒冷地域

級積雪寒冷地域 海岸 ㎞以内
傾 斜 地
崖 地 ｍ未 満

崖 地 ｍ以

地 震 地 域 係 数 地　 盤　 種　 

 ×

　　 　　式

φ≦

θの
最大値

直線補間

　　 　　式
 = 

評　　　点

点

非構造部材等の
危 険 度

架構剛性性能θ

階 桁行
方向

張間
方向

桁行
方向

張間
方向

層間変 　 階高ｈ

桁行
方向

張間
方向

階 桁行
方向

θ ｈ

桁行
方向

鉄 骨 腐 食 度

点

φ

―

―
コンクリートブロック外壁

設備配管 ―

―

最 値　L

危険 要因 危険 要因 危険 要因

断面欠損を伴う腐食
無

部材区分

一　種　地　域

　種　地　域

海岸 ㎞以内

海岸 ㎞を超え ＋ ＋ ＋ ＋

評　　　価

　種　地　盤
　種　地　域

敷　地　条　件 積　雪　寒　冷　地　域 海 岸   の 距 離

方
向

Σ

両端

均

α= i

× i

－

－柱

筋 い

重枠内の最小値

均

柱

構

造

耐

力

α評点 評点合計

架構耐力
評価　α

階

中央

筋 い

重枠内の最小値

i i 部材

中央

両端

桁
行
方
向

張
間
方
向

被災率

不 量 φ

　　 　　式 評　　　点

―

躯体 割
を伴 う不

生 てい
い

― ― ― ― ―
≦φ

直線補間

φの
最大値

相 量　 スパンL φ L

桁行
方向

張間
方向

  =

　　  

評　　　点

×

評　　　点

 ×

―

最 値　

 ×

θ

張間
方向

 ×

= × i

≦θ

θ≦

直線補間
点

=

評　　　点

点

評　　　点

地 震 等
被 災 歴

被災歴
被災度区分軽微

被災度区分小破
補修工 済み

被災度区分中破
補修工 済み

被災度区分大破
補修工 済み

評　　価

火 災
疲 弊 度

全    焼

非構造材
煙害程度

当該階の

半    焼 床面積 

面積    

変    質

被災床面積

程　度
構 造 体 非構造材

評価後被災
= × × ×  =
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調査者 意見

学校名
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凡 例

腐 鉄骨腐食度

接 接合方式
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③

⑤
①

-
2

校舎⑤

．寸法線 寸法 単位メ トル を記入する

．調査建物 各階 面図 断面図を単線 図示し 筋かい 位置 他

壁 区別 きるよう 太線 する

．著しいさび つい 面図 断面図 図示する

．余白 縮尺 建築 延べ面積を記入する

延べ床面積 ： ㎡

張間

桁行

石川小学校



日

㎡

㎡ 点

点

③

㋖ 点

㋘

①

点

③

点

  一階６本以 のコア圧縮強度の 均値が N ㎜ 以下の場合に適用

点

① ③

以
下

する

耐震 断 考慮済

       

鉄筋コンクリート造の建物の耐力度調査票
 学　校　種　  整 理 番 号

点予備
調査者

会社名 一級建築士登録番号 氏　名 × ×

表面 小学校

表第

調
査
学
校

青森県 弘前市 石川小学校
調査者

都道府県名 設 置 者 名 学　校　名 学校調査番号 調　査　期　間 成 日 ～ 成 　　結　　果　　点　　数

職　名 一級建築士登録番号 氏　名 構　造　耐　力
耐　力　度

健　　全　　度

,

地震補強

点

建 物 区 分 棟 番 号 階　　数 面積 建物の経過 数 被　　災　　歴 補　　修　　歴

点被　災　 内　　容 補　修　
調
査
建
物

＋

一階面積 建築 長寿命
化

種　類

校舎
無し

昭和 

a
階 方向

構造耐震指標

立　地　条　件

延べ面積 経過
数

経過
数

成

評　　　点 評点合計

構
　
　
　
　
　
造
　
　
　
　
　
耐
　
　
　
　
　
力

保
 

 
耐
 

力

水 耐力

I T の係数 α

経 指標
i =

I T 鉄骨定着部
 = × × α 　　 　　式

桁行方向 ―

      
 

× ×
＝張間方向

①

≦

(

×

)

 
×

直線補間

≦

試 験 区 分
壁 梁 壁 梁 壁 梁

均値 k= 　　 　　式
 =

コン リ
圧縮強度 k

点

コ ア 試 験 k 直線補間

k≦

≦k

θ θの最大値 　　 　　式 評　　　点

間 変 形 角 θ

I I T

桁行方向

階 方向
構造耐震指標 靭性指標

= ×

 ×

θ 直線補間
点

  
  

θ≦

 = ×
張間方向

  ≦θ

種 指数 基礎の被害予測 関 指数 = × 　　 　　式 評　　　点

≦  ×

基 礎 構 造

木　杭  敷地地盤 液状化 予想さ

ＲＣ杭  杭基礎 アスペ 比 以 の建物

≦

過去 経験 た最大の被災度 無被害
被災無

評　　　　　価 評　　　点

直線補間
点

その他  記 該当 い場合 □地中梁 減註

 註 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造架構の 鉄骨屋根 載 た屋内運動場 Ｒタイプ 鉄骨屋根のR 定着部 つい 検討 。 保有耐力の 鉄骨定着部の係数 欄 検討結果の比

       　 内 最小値 又 均値 記載 係数 の算出根拠 示 こ 。

 註  屋内運動場 算出時 一方向地中梁 減係数 考慮 た場合 □ 地中梁 減 チェッ こ 。

経過 数 式 建築時 の経過 数 経過 数 式 長 命化改良後の経過 数 評　　　点 評点合計

地 震
被 災 歴

軽微 小破 中破 大破

健

　
　
　
全

　
　
　
度

経 変 化 T ―

鉄筋腐食状況

柱 梁

梁鉄 筋 腐 食 度

部分的 点食 認め 状さ 認め

床

ほ 認め い ほ 認め い ほ 認め い 状さ 認め

均値 

 ×

レ 最 値 評　　　点

 ×

点

レ

躯体膨張亀裂
さ の溶け出

柱

レ

壁

コ ン リ
中 性 化 深 さ 等 及

鉄 筋 ぶ 厚 さ

直線補間

　　 　　式 評　　　点

コン リ
中性化深さ等 中性化深さ

≦

点

部　 柱 梁 柱 壁 梁 壁

  =

≦ 　　  

 ×

直線補間

　　 　　式 評　　　点

点

 ×
鉄筋 ぶ 厚さ

ぶ 厚さ

≦

部　 柱　頭 柱　脚 梁 梁 均値 

≦

評　　　点

躯 体 の 状 態
状    況 ― ―

幅 mm以 の 割
部分的 認め

―
 ×

部　  柱 梁 壁 床 レ 最 値 

点
レ

― ― ― ― ―

評　　　点

不 同 量 φ

桁行方向 張間方向 桁行方向 張間方向 桁行方向 張間方向階

相 量ε スパン L φ = ε L

φの最大値 　　 　　式

―
躯体 割
伴 う不同
生 い い

φ≦  ×

φ 直線補間
点

≦φ  = × ×

　　 　　式 評　　　点

コ ン リ
圧 縮 強 度 k

階
壁 梁 壁 梁 壁 梁 壁 梁

該当
― ― ―

壁 梁 壁 梁
均値σ

σ≦

程　度
構 造 体 非構造材 非構造材

煙害程度
当該階の 被災率

― ― ― ―

≦σ

σ 直線補間

　　 　　式 評　　　点

火 災
疲 弊 度

変    質 全    焼 半    焼 床面積  = 

被災床面積

評価後被災
= × × ×  =

直線補間

面積    

評　　点

立
地
条
件

四　種　地　域 一　種　地　盤 坦 地 そ の 他 地 域

二　種　地　盤

　種　地　盤 一級積雪寒冷地域 海岸 以内

支持地盤 著 く傾斜 た敷地
二級積雪寒冷地域 海岸 以内

崖 地

  T=  =    T=  = ―

一　種　地　域 局 所 的 高 台

二　種　地　域

海岸 超え

 註 材料試験 使用骨材の塩化物量 ％ 超え こ 確認 た場合 中性化深さの 均値ａ 欄の  　 内 塩化物量 記入 。
　　 この場合 ｵ の評点 中性化試験結果 読替え 。

地 震 地 域 係 数 地　 盤　 種　 敷　地　条　件 積　雪　寒　冷　地　域 海 岸   の 距 離 評　　　価

　種　地　域



．寸法線 寸法 単位メート を記入す

他 区別 よう 太線 す

．調査建物 各階 面図 断面図を単線 図示し 耐力壁

。 裏 面 )

調査者 意見

学校名

． 面図 コンク ート中性化深さ 鉄筋 ぶ 厚さ 鉄筋腐食度

割 等 測定位置を記入す

．余白 縮尺 建築 延べ面積を記入す

Ｎ
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校舎⑥

建 築 昭和 ６

延べ床面積 ㎡
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廊下

渡り廊下
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１階平面図　S=1/300
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棟⑥ 棟③

理科室 家庭科室

耐震補強済み 建物 あ ため 構造耐力

優 い 老朽化 目立つ建物 あ

石川小学校

凡 例

コ

中

カ

サ

ヒ

コンク ート中性化深さ

コンク ート ぶ 厚さ

コンク ート鉄筋腐食度

割

コア採取位置

柱頭

中 カ サ 中 カ サ

床 サ柱脚

中 カ サ

梁

カ サ中

梁

ヒ壁



日

㎡

㎡ 点

点

点

点

点

点

点

点

半    焼 床面積 

面積    

変    質

被災床面積

程　度
構 造 体 非構造材

評価後被災
= × × ×  =

点

評　　　点

地 震 等
被 災 歴

被災歴
被災度区分軽微

被災度区分小破
補修工 済み

被災度区分中破
補修工 済み

被災度区分大破
補修工 済み

評　　価

火 災
疲 弊 度

全    焼

非構造材
煙害程度

当該階の

 ×

目視 たわみ無

最 値　

 ×

θ

張間
方向

 ×

= × i

≦θ

θ≦

直線補間
点

=

評　　　点

  =

　　  

評　　　点

×

評　　　点

被災率

不 量 φ

　　 　　式 評　　　点

―

躯体 割
を伴 う不

生 てい
い

― ― ― ― ―
≦φ

直線補間

φの
最大値

相 量　 スパンL φ L

桁行
方向

張間
方向

構

造

耐

力

α評点 評点合計

架構耐力
評価　α

階

中央

筋 い

重枠内の最小値

i i 部材

中央

両端

桁
行
方
向

張
間
方
向

柱

筋 い

重枠内の最小値

均

柱

α= i

× i

－

－

方
向

Σ

両端

均

一　種　地　域

　種　地　域

海岸 ㎞以内

海岸 ㎞を超え ＋ ＋ ＋ ＋

評　　　価

　種　地　盤
　種　地　域

敷　地　条　件 積　雪　寒　冷　地　域 海 岸   の 距 離

鉄 骨 腐 食 度

点

φ

―

設備配管 ― ―

目視 たわみ無

最 値　L

危険 要因 危険 要因 危険 要因

断面欠損を伴う腐食
無

部材区分

非構造部材等の
危 険 度

架構剛性性能θ

階 桁行
方向

張間
方向

桁行
方向

張間
方向

層間変 　 階高ｈ

桁行
方向

張間
方向

階 桁行
方向

θ ｈ

桁行
方向

 ×

　　 　　式

φ≦

θの
最大値

直線補間

　　 　　式
 = 

評　　　点

点

評　　点

立
地
条
件

四　種　地　域 一　種　地　盤 そ の 他 地 域

　種　地　盤 一級積雪寒冷地域

級積雪寒冷地域 海岸 ㎞以内
傾 斜 地
崖 地 ｍ未 満

崖 地 ｍ以

地 震 地 域 係 数 地　 盤　 種　 

 =

α= ×
i I

 ×fα

fα=

i α α

経過
数

長期

許容応力

ｆ σ

α= i

× i

以前の場合

作用応力

σ

作用応力

σ

積雪時

暴風時

－

暴風時
鉛直荷
重時

許容応力 作用応力

鉛直荷重時 応力比
f σ≦

－

点被　災　 内　　容 補　修　長 命
化

種　類

校舎
無延べ面積 経過

数

立　地　条　件

建 物 区 分 棟 番 号 階　　数 面積

昭和 
調
査
建
物

＋

一階面積 建築

都道府県 設 置 者 学　校　 学校調査番号

表第２
鉄骨造の建物の耐力度調査票

 学　校　種　  整 理 番 号

表面 小学校

調
査
学
校

青森県
点予備

調査者

会社 一級建築士登録番号

成

坦 地

日 ～ 成 　　結　　果　　点　　数

職　 一級建築士登録番号 氏　

無

点

－

ｆ

建物の経過 数 被　　災　　歴 補　　修　　歴

I i

構　造　耐　力
耐　力　度

弘前市
調査者

氏　

健　　全　　度

石川小学校

調　査　期　間

× ×

  T=  =
 ×

評　　　点屋根面　　　 　　無

L=

=

断面欠損を伴う腐食
％以 の減厚

―

経過 数 式 建築時 の経過 数 経過 数 式 長 命化改良後の経過 数 評　　　点 評点合計

健

　
　
　
全

　
　
　
度

経 変 化 T

筋 いのたわみ L

張間方向　　　 　　無

張間
方向

断面を貫通 腐食

桁行方向　　　 　　無

危険
要因
無

   T=  =

評価

―

主要構造材

非主要構造材



．寸法線 寸法 単位メ トル を記入する

。 裏 面 )

調査者 意見

学校名

構造耐力 保存度 も 老朽化 目立つ建物

ある

延べ床面積 ㎡

校舎⑦

建 築 昭和 ６

Ｎ

凡 例

腐 鉄骨腐食度

接 接合方式腐。柱脚)

腐 接。柱 梁)
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桁行

小 小屋組確認

筋 筋かいたわみ確認

．調査建物 各階 面図 断面図を単線 図示し 筋かい 位置 他

壁 区別 きるよう 太線 する

．著しいさび つい 面図 断面図 図示する

．余白 縮尺 建築 延べ面積を記入する

張間

石川小学校



日

㎡

㎡ 点

点

点

点

点

点

点

点

半    焼 床面積 

面積    

変    質

被災床面積

程　度
構 造 体 非構造材

評価後被災
= × × ×  =

点

評　　　点

地 震 等
被 災 歴

被災歴
被災度区分軽微

被災度区分小破
補修工 済み

被災度区分中破
補修工 済み

被災度区分大破
補修工 済み

評　　価

火 災
疲 弊 度

全    焼

非構造材
煙害程度

当該階の

 ×

目視 たわみ無

最 値　

 ×

θ

張間
方向

 ×

= × i

≦θ

θ≦

直線補間
点

=

評　　　点

  =

　　  

評　　　点

×

評　　　点

被災率

不 量 φ

　　 　　式 評　　　点

―

躯体 割
を伴 う不

生 てい
い

― ― ― ― ―
≦φ

直線補間

φの
最大値

相 量　 スパンL φ L

桁行
方向

張間
方向

構

造

耐

力

α評点 評点合計

架構耐力
評価　α

階

中央

筋 い

重枠内の最小値

i i 部材

中央

両端

桁
行
方
向

張
間
方
向

柱

筋 い

重枠内の最小値

均

柱

α= i

× i

－

－

方
向

Σ

両端

均

一　種　地　域

　種　地　域

海岸 ㎞以内

海岸 ㎞を超え ＋ ＋ ＋ ＋

評　　　価

　種　地　盤
　種　地　域

敷　地　条　件 積　雪　寒　冷　地　域 海 岸   の 距 離

鉄 骨 腐 食 度

点

φ

―

設備配管 ― ―

目視 たわみ無

最 値　L

危険 要因 危険 要因 危険 要因

断面欠損を伴う腐食
無

部材区分

非構造部材等の
危 険 度

架構剛性性能θ

階 桁行
方向

張間
方向

桁行
方向

張間
方向

層間変 　 階高ｈ

桁行
方向

張間
方向

階 桁行
方向

θ ｈ

桁行
方向

 ×

　　 　　式

φ≦

θの
最大値

直線補間

　　 　　式
 = 

評　　　点

点

評　　点

立
地
条
件

四　種　地　域 一　種　地　盤 そ の 他 地 域

　種　地　盤 一級積雪寒冷地域

級積雪寒冷地域 海岸 ㎞以内
傾 斜 地
崖 地 ｍ未 満

崖 地 ｍ以

地 震 地 域 係 数 地　 盤　 種　 

 =

α= ×
i I

 ×fα

fα=

i α α

経過
数

長期

許容応力

ｆ σ

α= i

× i

以前の場合

作用応力

σ

作用応力

σ

積雪時

暴風時

－

暴風時
鉛直荷
重時

許容応力 作用応力

鉛直荷重時 応力比
f σ≦

－

点被　災　 内　　容 補　修　長 命
化

種　類

校舎
無延べ面積 経過

数

立　地　条　件

建 物 区 分 棟 番 号 階　　数 面積

昭和 
調
査
建
物

＋

一階面積 建築

都道府県 設 置 者 学　校　 学校調査番号

表第２
鉄骨造の建物の耐力度調査票

 学　校　種　  整 理 番 号

表面 小学校

調
査
学
校

青森県
点予備

調査者

会社 一級建築士登録番号

成

坦 地

日 ～ 成 　　結　　果　　点　　数

職　 一級建築士登録番号 氏　

無

点

－

ｆ

建物の経過 数 被　　災　　歴 補　　修　　歴

I i

構　造　耐　力
耐　力　度

弘前市
調査者

氏　

健　　全　　度

石川小学校

調　査　期　間

× ×

  T=  =
 ×

評　　　点屋根面　　　 　　無

L=

=

断面欠損を伴う腐食
％以 の減厚

―

経過 数 式 建築時 の経過 数 経過 数 式 長 命化改良後の経過 数 評　　　点 評点合計

健

　
　
　
全

　
　
　
度

経 変 化 T

筋 いのたわみ L

張間方向　　　 　　無

張間
方向

断面を貫通 腐食

桁行方向　　　 　　無

危険
要因
無

   T=  =

評価

―

主要構造材

非主要構造材



。 裏 面 )

調査者 意見

学校名

構造耐力 保存度 も 老朽化 目立つ建物

ある

延べ床面積 ㎡

建 築 昭和 ６
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断面図　S=1/100
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校舎⑧
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筋

腐接 。柱 梁)

腐 。柱脚)

．寸法線 寸法 単位メ トル を記入する

．調査建物 各階 面図 断面図を単線 図示し 筋かい 位置 他

壁 区別 きるよう 太線 する

．著しいさび つい 面図 断面図 図示する

．余白 縮尺 建築 延べ面積を記入する

凡 例

腐 鉄骨腐食度

接 接合方式

小 小屋組確認

筋 筋かいたわみ確認

張間

桁行

石川小学校


